
谷
川
恵
一
氏
の
論
文
「
小
説
の
す
が
た
」
（
『
江
戸
文
学
』
2
1
、
一
九
 
 

九
九
年
）
 
に
よ
る
と
、
明
治
初
期
の
小
説
は
、
漢
文
・
漢
字
力
タ
カ
ナ
 
 

交
り
文
・
漢
字
ひ
ら
が
な
交
り
文
と
い
う
三
つ
の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
 
 

い
た
が
、
明
治
二
〇
年
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
前
二
者
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
 
 

（
一
）
 
 

消
す
と
い
う
。
そ
し
て
、
央
野
龍
渓
（
嘉
永
三
年
～
昭
和
六
年
（
一
入
 
 

五
〇
～
一
九
三
一
）
）
が
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
の
中
で
「
同
文
体
」
 
 

と
名
づ
け
た
も
の
は
、
ひ
ら
が
な
交
り
文
で
書
か
れ
た
小
説
の
、
ほ
と
 
 

ん
ど
す
べ
て
の
漢
字
の
右
側
に
振
り
仮
名
が
添
え
ら
れ
る
と
い
う
ス
タ
 
 

（
二
）
 
イ
ル
を
継
承
す
る
も
の
だ
と
す
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
龍
渓
の
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
は
、
そ
の
第
三
章
で
 
 

小
説
な
ど
を
「
文
学
書
」
と
し
て
公
文
書
な
ど
の
「
普
通
書
」
に
対
置
 
 

さ
せ
て
お
い
て
か
ら
、
「
普
通
書
」
に
対
し
て
両
文
体
を
採
用
す
る
こ
 
 

は
じ
め
に
 
 

明
治
 
の
 
表
現
力
 
 

－
 
央
野
龍
渓
「
両
文
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
－
 
 

と
を
論
じ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
谷
川
論
文
が
「
小
説
」
と
い
 
 

う
前
提
に
立
っ
て
そ
の
表
記
を
論
じ
て
い
る
こ
と
と
、
意
味
合
い
が
異
 
 

な
る
こ
と
は
少
々
注
意
を
要
す
る
。
た
だ
、
龍
渓
の
「
同
文
体
」
が
江
 
 

戸
稗
史
小
説
な
ど
に
み
ら
れ
た
表
記
、
特
に
そ
の
機
能
に
着
目
し
た
も
 
 

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
実
際
、
「
小
説
」
と
い
う
 
 

ジ
ャ
ン
ル
が
ま
だ
新
し
い
時
代
に
お
い
て
は
、
谷
川
氏
の
「
小
説
」
 
の
 
 

表
記
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
龍
渓
の
時
代
の
表
記
一
般
に
対
し
て
適
用
 
 

す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

央
野
龍
渓
は
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
 
の
中
で
当
時
行
わ
れ
て
い
た
 
 

文
体
を
四
つ
に
分
類
し
、
そ
の
な
か
で
も
漢
字
仮
名
交
り
文
の
漢
字
に
 
 

振
り
仮
名
を
付
し
た
「
両
文
体
」
の
長
所
を
あ
げ
て
、
将
来
の
日
本
語
 
 

の
理
想
の
姿
と
し
て
い
る
。
以
下
、
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
に
お
け
 
 

る
夫
野
龍
渓
の
文
体
論
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
提
唱
さ
れ
た
「
両
文
体
」
 
 

が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
中
心
に
考
察
を
試
み
 
 

た
い
。
テ
ク
ス
ト
は
突
野
文
雄
著
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
 
（
報
知
社
、
 
 

和
 
田
 
佐
規
子
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本
書
の
自
序
は
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
明
治
一
人
年
十
一
月
、
発
行
は
 
 

翌
一
九
年
三
月
で
あ
る
。
『
斎
武
名
士
／
経
国
美
談
』
 
（
明
治
一
大
年
、
 
 

以
下
で
は
『
経
国
美
談
』
と
略
記
す
る
）
出
版
（
明
治
一
七
年
二
月
）
 
 

の
二
ケ
月
後
、
龍
渓
は
文
物
視
察
の
た
め
に
渡
欧
し
、
帰
国
ま
で
滞
英
 
 

二
年
半
、
そ
の
間
に
こ
の
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
は
執
筆
さ
れ
て
い
 
 

る
。
こ
れ
が
日
本
で
出
版
さ
れ
た
の
は
、
国
内
で
国
字
問
題
が
盛
ん
に
 
 

二
一
一
）
 
 

論
議
さ
れ
て
い
る
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
龍
渓
は
そ
の
自
序
の
冒
頭
で
、
 
 

「
文
字
文
体
ハ
囲
人
ノ
知
識
ヲ
廣
ム
ル
こ
大
切
ノ
者
」
、
ま
た
第
一
章
で
 
 

も
「
日
本
二
於
テ
如
何
ナ
ル
文
字
文
体
ヲ
用
ヒ
バ
囲
人
ノ
知
識
ヲ
進
ム
 
 

明
治
一
九
年
）
 
に
拠
っ
た
。
 
 
 

な
お
、
本
稿
で
は
引
用
文
の
漢
字
表
記
は
で
き
る
限
り
原
書
中
の
表
 
 

記
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
龍
渓
は
表
紙
の
書
名
表
記
で
は
「
日
本
文
複
 
 

文
字
新
論
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
本
文
中
で
こ
の
書
名
に
言
及
す
る
 
 

場
合
に
「
日
本
文
体
文
字
新
論
」
と
新
字
の
「
体
」
を
用
い
、
本
文
中
 
 

で
も
、
た
と
え
ば
「
文
体
」
な
ど
新
字
の
「
体
」
で
通
し
て
い
る
の
で
、
 
 

そ
れ
に
倣
っ
て
書
名
は
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
と
し
、
本
文
か
ら
の
 
 

引
用
中
は
原
書
通
り
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
「
体
」
と
し
た
。
な
お
、
 
 

他
の
文
献
も
書
名
に
つ
い
て
は
新
字
で
表
記
す
る
が
、
引
用
文
に
つ
い
 
 

て
は
で
き
る
限
り
引
用
す
る
原
書
中
の
表
記
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
 
 

新
文
体
創
出
の
意
図
 
 

ル
ニ
最
モ
利
益
多
カ
ル
ベ
キ
ヤ
」
 
〓
丁
）
と
述
べ
て
、
文
字
文
体
を
 
 

論
じ
る
こ
と
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 
 
 

自
序
に
よ
る
と
、
は
じ
め
は
帰
国
後
に
ま
と
め
る
つ
も
り
で
、
海
外
 
 

の
文
字
文
体
に
つ
い
て
見
聞
し
た
内
容
を
彼
の
欧
州
視
察
の
記
録
『
周
 
 

遊
雑
記
』
中
に
メ
モ
し
て
い
た
と
い
う
が
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
 
 

新
聞
な
ど
か
ら
、
日
本
国
内
で
文
字
文
体
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論
が
行
 
 

わ
れ
て
い
る
様
子
を
知
り
、
自
分
の
考
え
も
こ
の
機
を
逃
さ
ず
に
発
表
 
 

し
ょ
う
と
思
っ
た
と
い
う
。
弟
の
武
雄
が
ロ
ン
ド
ン
に
来
て
い
る
の
を
 
 

幸
い
に
、
彼
に
口
述
筆
記
さ
せ
、
手
直
し
し
た
原
稿
を
一
五
年
か
ら
社
 
 

長
に
就
任
し
て
い
た
報
知
社
へ
送
っ
て
出
版
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
 
 

た
。
 
 
 

本
書
の
全
体
の
構
成
は
日
録
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

第
一
章
 
語
体
語
勢
ノ
事
 
 

第
二
章
 
文
語
及
ヒ
文
体
ノ
事
 
 

第
三
章
 
日
本
二
用
フ
可
キ
文
字
及
ヒ
文
体
ノ
事
 
 

第
四
章
 
偲
名
卜
漢
字
ト
ノ
優
劣
 
 

第
五
章
 
日
本
ノ
仮
名
卜
羅
馬
字
ト
ノ
優
劣
 
 

第
六
章
 
全
篇
ノ
要
領
及
ヒ
補
遺
 
 
 

第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
、
お
よ
び
第
六
章
は
主
に
文
体
に
つ
い
 
 

て
述
べ
、
先
の
意
図
に
最
も
合
致
す
る
文
体
は
何
で
あ
る
か
を
詳
論
す
 
 

る
。
具
体
的
に
三
千
字
漢
字
節
限
論
を
提
唱
し
、
そ
の
具
体
案
も
提
案
 
 

し
て
い
る
。
第
四
章
と
第
五
章
で
は
仮
名
、
漢
字
、
ロ
ー
マ
字
の
優
劣
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を
論
じ
、
日
本
語
に
は
音
節
文
字
の
仮
名
が
適
当
で
あ
る
と
結
論
付
け
 
 

る
。
 
 
 

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
が
、
口
述
筆
記
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
 
 

せ
い
か
、
文
中
に
は
必
要
以
上
に
繰
り
返
し
が
あ
っ
た
り
、
章
の
途
中
 
 

で
そ
こ
ま
で
の
要
約
が
挿
入
さ
れ
た
り
し
て
、
論
理
の
明
晰
さ
を
自
ら
 
 

阻
害
し
て
し
ま
っ
て
い
る
感
も
あ
る
。
ま
た
言
及
す
る
例
文
の
番
号
が
 
 

一
川
、
 
 

明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
個
所
も
見
ら
れ
る
 
（
九
丁
、
二
十
四
丁
）
。
国
 
 

内
で
の
文
体
論
議
の
高
ま
り
に
煽
ら
れ
て
、
時
流
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
 
 

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
魂
が
働
い
て
、
あ
る
い
は
出
版
を
急
い
だ
の
か
 
 

も
し
れ
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
『
経
国
美
談
』
後
編
自
序
中
の
「
文
髄
論
」
に
記
さ
れ
た
 
 

彼
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
次
第
二
頻
雄
二
赴
キ
次
第
二
精
密
二
 
 

赴
ク
我
ガ
社
食
こ
適
合
ス
ベ
キ
、
一
種
ノ
新
体
ヲ
生
出
シ
来
ル
ベ
キ
時
 
 

（
五
）
 
 

運
ナ
リ
」
と
考
え
て
お
り
、
新
文
体
形
成
へ
の
意
欲
は
こ
の
『
日
本
文
 
 

〓
ハ
）
 
 

体
文
字
新
論
』
以
前
よ
り
温
め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

す
で
に
明
治
一
六
年
の
段
階
で
、
龍
渓
は
「
是
ヨ
リ
以
後
復
夕
漢
文
ヲ
 
 

以
テ
時
文
ヲ
褒
乾
ス
ル
ヲ
ヤ
メ
、
努
メ
テ
完
全
ナ
ル
時
文
ヲ
作
ラ
ン
ト
、
 
 

（
七
）
 
 

欲
ス
ル
ノ
志
ヲ
生
ジ
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
文
髄
 
 

論
」
に
よ
る
と
龍
渓
が
『
経
国
美
談
』
前
篇
・
後
篇
で
採
用
し
た
と
す
 
 

る
文
体
は
、
当
時
通
用
の
文
体
四
種
で
あ
る
「
漢
文
僅
」
、
「
和
文
健
」
、
 
 

（
八
）
 
 

「
欧
文
直
詳
健
」
、
「
俗
語
僅
言
憧
」
を
兼
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

た
だ
、
龍
渓
が
『
経
国
美
談
』
後
編
自
序
中
の
「
文
髄
論
」
で
語
っ
 
 

一
 
書
韻
論
 
－
 
第
一
章
 
語
体
語
勢
ノ
事
 
 

こ
の
章
の
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
「
日
本
こ
於
テ
如
何
ナ
ル
文
字
文
体
 
 

ヲ
用
ヒ
バ
囲
人
ノ
知
識
ヲ
進
ム
ル
ニ
最
モ
利
益
多
カ
ル
ヘ
キ
ヤ
」
 
二
 
 

丁
）
と
い
う
関
心
は
、
す
で
に
文
字
文
体
を
論
じ
る
こ
と
の
意
義
と
し
 
 

て
引
用
し
た
。
こ
の
西
洋
知
識
を
広
め
る
の
た
め
の
道
具
と
し
て
の
言
 
 

語
観
は
到
る
所
に
顔
を
出
す
。
こ
の
章
で
は
「
如
何
ナ
ル
語
体
語
勢
ガ
 
 

最
モ
日
本
人
ノ
ロ
ニ
都
合
ヨ
キ
ヤ
 
（
発
音
こ
便
利
ナ
ル
ヤ
）
」
と
、
音
 
 

韻
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
言
語
ハ
成
ル
ヘ
ク
少
ナ
タ
ロ
ヲ
動
 
 

カ
シ
テ
、
成
ル
ヘ
ク
多
ク
ノ
意
味
ヲ
言
ヒ
得
ル
ヲ
最
上
ノ
モ
ノ
ト
シ
多
 
 
 

て
い
た
新
し
い
試
み
は
、
小
説
上
の
文
章
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
 
 

の
に
対
し
、
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
で
は
「
普
通
書
」
に
用
い
る
文
 
 

字
文
体
と
し
て
「
両
文
体
」
を
考
え
て
い
た
（
第
三
章
）
。
 
 
 

こ
れ
ら
二
つ
の
著
作
に
お
い
て
、
文
体
の
分
類
の
名
称
に
違
い
は
あ
 
 

る
が
、
維
新
以
来
一
七
年
間
の
文
体
に
つ
い
て
、
「
唯
達
意
ヲ
主
ト
シ
、
 
 

新
奇
ヲ
競
ヒ
、
漢
文
ノ
格
二
人
ラ
ズ
、
和
文
ノ
例
二
依
ラ
ズ
、
章
二
放
 
 

｛
九
）
 
 

縦
不
法
ヲ
極
ム
ル
ガ
如
シ
」
と
い
う
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
間
 
 

違
い
な
い
。
そ
れ
が
、
彼
を
し
て
「
一
種
ノ
新
体
」
の
創
出
を
目
指
さ
 
 

せ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
下
で
は
、
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
 
の
内
容
を
論
文
の
組
み
立
て
 
 

に
沿
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

28  



タ
ロ
ヲ
螢
シ
テ
僅
カ
ノ
意
味
ヲ
言
フ
ヲ
下
等
ノ
者
ト
ス
」
 
（
十
三
丁
）
 
 

を
一
般
論
と
し
て
、
発
音
上
の
都
合
の
良
さ
、
便
利
さ
を
も
っ
て
日
本
 
 

語
の
音
韻
を
論
じ
て
い
く
。
何
に
対
す
る
都
合
の
良
さ
、
便
利
さ
か
と
 
 

い
え
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
人
民
ノ
知
識
ヲ
廣
ム
ル
」
 
（
三
大
丁
）
 
 

H
的
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
こ
こ
で
は
結
局
言
語
間
に
優
劣
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で
、
そ
 
 

〓
○
）
 
 

の
基
準
と
し
て
「
聾
」
 
の
数
は
少
な
い
ほ
う
が
上
等
で
、
ま
た
語
勢
、
 
 

す
な
わ
ち
勢
い
 
（
た
と
え
ば
「
ヒ
ト
ス
ヂ
、
こ
、
進
ム
」
で
は
「
勢
ヒ
 
 

抜
ケ
テ
甚
夕
鈍
シ
」
故
に
「
イ
ッ
チ
ョ
ク
セ
ン
、
こ
、
進
ム
」
の
ほ
う
 
 

が
良
い
と
す
る
）
が
あ
る
方
が
良
い
の
だ
と
主
張
す
る
 
（
二
十
五
丁
）
。
 
 

最
上
等
に
村
し
下
等
と
い
う
よ
う
に
、
言
語
間
に
「
等
級
」
を
つ
け
て
 
 

〈
〓
）
 
 

お
り
、
別
の
個
所
で
は
野
蛮
未
開
の
部
落
の
言
語
に
は
短
声
が
な
い
も
 
 

の
も
あ
る
と
述
べ
、
「
文
化
ノ
団
」
と
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
 
（
三
十
 
 

二
丁
）
。
ま
た
、
「
文
学
上
ノ
言
語
（
則
チ
文
語
）
」
 
（
三
十
五
丁
）
 
に
対
 
 

し
て
「
日
用
ノ
語
」
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い
く
が
、
そ
れ
は
不
便
を
去
 
 

っ
て
便
利
へ
向
か
う
と
い
う
。
こ
こ
に
は
未
開
か
ら
文
明
へ
、
ま
た
不
 
 

便
か
ら
便
利
へ
と
二
重
に
な
っ
た
文
明
観
が
透
け
て
見
え
る
。
 
 
 

言
語
の
理
と
し
て
、
人
間
の
口
は
言
語
を
短
縮
す
る
こ
と
を
好
む
。
 
 

言
語
は
便
利
の
方
に
進
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
漢
語
の
 
「
短
声
」
 
 

（
〓
三
 

ク
ニ
コ
ト
パ
二
四
）
 
 

（
〓
一
）
 
 

「
急
声
」
を
捨
て
て
「
平
長
ノ
聾
」
の
み
の
「
我
ガ
土
語
」
す
な
わ
ち
 
 

純
粋
な
日
本
語
の
語
彙
だ
け
を
用
い
よ
う
と
す
る
こ
と
は
理
屈
に
合
わ
 
 

な
い
と
す
る
の
が
こ
の
章
の
主
張
の
中
心
で
あ
る
。
「
我
ガ
土
語
」
だ
 
 

「
常
語
」
 
（
四
十
三
丁
で
「
日
常
の
言
語
」
と
略
記
す
る
と
し
た
）
 
 

に
村
し
て
「
文
語
」
と
龍
渓
は
言
う
。
「
文
学
上
ノ
語
」
 
（
五
十
丁
）
と
 
 

も
呼
ぶ
。
目
に
見
る
と
耳
に
聞
く
と
は
も
と
も
と
大
い
に
差
の
あ
る
働
 
 

き
（
五
十
二
丁
）
 
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、
「
文
語
」
は
「
日
ノ
鶉
メ
こ
 
 

存
セ
シ
」
体
だ
と
し
、
他
方
「
常
語
」
は
「
ロ
ノ
為
メ
こ
生
シ
タ
」
体
 
 

と
し
た
 
（
四
十
九
丁
）
。
日
で
読
む
文
章
に
は
常
語
（
口
語
）
、
常
語
体
 
 

（
口
語
体
）
 
よ
り
も
「
語
勢
短
ク
如
何
こ
緩
々
卜
之
ヲ
見
ル
モ
一
気
こ
 
 

心
二
解
シ
易
キ
」
 
（
五
十
一
丁
）
文
語
、
文
語
体
の
方
が
適
当
だ
と
言
 
 

う
。
そ
の
論
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
 
 
 

①
 
常
語
は
文
章
に
書
く
と
長
く
な
る
が
、
文
語
は
形
が
短
く
て
、
 
 
 

け
を
用
い
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
「
ロ
ニ
便
ナ
ル
短
聾
 
 

急
聾
ヲ
棄
テ
只
平
誉
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
バ
是
レ
言
語
ノ
理
二
 
 

惇
ル
ノ
甚
シ
キ
者
こ
シ
テ
菅
こ
日
用
言
語
ノ
不
便
ヲ
来
タ
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
 
 

二
五
）
 
 

ス
其
ノ
不
便
ヲ
文
学
上
こ
モ
及
ホ
シ
文
学
上
ノ
不
便
ハ
人
民
二
知
識
 
 

ヲ
ア
タ
フ
ル
ノ
障
ケ
」
 
；
一
十
五
⊥
ニ
十
六
丁
）
と
な
る
か
ら
、
普
通
 
 

の
談
話
を
そ
の
ま
ま
仮
名
で
綴
っ
て
文
章
に
す
る
と
し
て
も
漢
字
・
漢
 
 

語
を
廃
す
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
 
（
三
十
九
丁
）
と
は
っ
き
 
 

り
と
主
張
し
て
い
る
。
「
土
語
l
〓
扶
語
ヲ
難
ヘ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
一
事
」
 
 

（
三
十
九
丁
）
 
は
第
三
章
で
の
龍
渓
の
主
張
の
前
提
を
成
す
と
言
う
。
 
 

‖
 
文
語
文
体
の
利
点
 
－
 
第
二
章
 
文
語
及
ヒ
文
体
ノ
事
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一
気
に
そ
の
意
味
を
つ
か
み
や
す
い
。
 
 
 

②
 
常
語
に
は
「
貴
賎
尊
卑
ノ
等
級
ヲ
各
句
ノ
語
尾
二
付
ス
ル
」
 
 

（
一
大
）
 
 

（
五
十
七
丁
）
 
の
に
対
し
て
、
文
語
に
は
そ
の
辞
に
等
級
が
 
 

な
い
。
 
 
 

③
 
常
語
に
は
態
度
や
音
声
の
高
低
緩
急
の
助
け
が
あ
る
。
こ
れ
 
 

に
村
し
態
度
や
語
勢
の
助
け
が
な
い
文
章
を
書
く
に
あ
た
っ
 
 

て
は
、
意
味
を
面
白
く
、
ま
た
分
明
に
感
じ
さ
せ
る
た
め
の
 
 

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

④
 
常
語
に
は
「
暑
語
」
（
各
地
の
方
言
）
が
あ
り
、
「
正
語
」
を
 
 

知
ら
な
い
者
が
多
い
の
で
、
「
正
語
」
「
正
体
」
を
学
ぶ
必
要
 
 

が
あ
る
。
 
 
 

「
知
識
ヲ
接
ム
ル
ノ
手
段
ハ
書
物
二
勝
レ
ル
モ
ノ
無
」
（
六
十
八
丁
）
 
 

く
、
文
章
は
必
要
の
道
具
で
あ
り
、
「
知
識
ヲ
衆
人
二
俸
ル
ニ
普
タ
リ
 
 

読
者
ヲ
シ
テ
其
ノ
心
ヲ
労
ス
ル
コ
ト
砂
ナ
ク
知
ル
可
キ
事
柄
ヲ
早
ク
容
 
 

易
こ
呑
込
マ
シ
ム
ル
ノ
糞
術
」
 
（
六
十
七
丁
）
 
で
あ
る
か
ら
、
④
に
よ
 
 

り
、
同
じ
手
間
を
か
け
る
の
な
ら
文
語
・
文
語
体
を
学
ぶ
方
が
便
利
で
 
 

あ
る
と
論
を
急
ぐ
。
し
か
も
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
は
難
し
く
な
い
と
言
う
 
 

（
七
十
三
丁
）
。
 
 
 

第
一
章
、
第
二
章
の
要
旨
を
ま
と
め
た
上
で
、
支
那
青
も
文
語
・
文
 
 

語
体
も
使
っ
て
文
章
を
作
る
こ
と
に
は
、
仮
名
文
字
論
者
も
多
く
は
自
 
 

分
と
同
じ
意
見
で
あ
る
よ
う
で
、
た
だ
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
文
字
で
書
 
 

く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
仮
名
文
字
論
者
と
は
意
見
を
異
に
す
る
の
で
あ
 
 

る
か
ら
、
次
は
用
字
論
、
す
な
わ
ち
、
「
常
語
文
語
ヲ
薙
ヘ
テ
作
り
出
 
 

タ
セ
ル
文
章
」
に
は
ど
の
よ
う
な
文
字
が
便
利
か
を
論
じ
て
い
く
こ
と
 
 

に
す
る
 
（
七
十
四
丁
）
 
と
、
筆
者
は
第
三
章
へ
の
発
展
を
示
す
。
 
 

（
一
七
）
 
 
 

龍
渓
は
言
文
一
致
に
反
対
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
談
話
と
 
 

文
章
と
で
は
耳
に
聞
か
せ
る
の
と
、
日
で
読
ま
せ
る
の
と
で
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
便
利
な
文
体
が
違
い
、
談
話
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
す
る
の
は
不
都
合
 
 

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
骨
語
が
「
文
章
二
人
り
難
キ
」
「
妨
 
 

碍
」
 
（
五
十
七
丁
）
と
し
て
龍
渓
が
挙
げ
て
い
る
諸
点
（
上
記
①
～
④
）
 
 

は
、
実
は
当
時
の
言
文
一
致
運
動
の
「
妨
碍
」
と
し
て
、
乗
り
越
え
て
 
 

い
く
べ
き
問
題
の
捷
示
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
偶
然
で
は
な
 
 

二
八
）
 
 
 

ヽ
 
○
 
 

．
．
∨
 
 
 

し
か
し
、
正
確
に
は
言
文
一
致
に
つ
い
て
の
詳
し
い
議
論
は
避
け
て
 
 

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
常
語
文
語
ヲ
鶉
ヘ
テ
作
り
出
タ
セ
ル
文
章
」
 
 

（
七
十
四
丁
）
と
い
う
表
現
で
、
折
衷
的
な
態
度
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
 
 

言
文
を
一
致
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
議
論
の
前
に
、
文
字
を
ど
う
す
 
 

る
か
の
方
が
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

上
述
の
よ
う
に
、
第
二
章
の
終
わ
り
（
七
十
四
丁
）
 
で
第
三
章
へ
の
前
 
 

提
と
し
て
こ
こ
ま
で
の
要
約
を
す
る
際
に
、
「
常
語
文
語
ヲ
雑
ヘ
テ
作
 
 

り
出
タ
セ
ル
文
章
ヲ
書
ク
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
文
字
ヲ
用
ヒ
ハ
最
モ
便
益
多
 
 

カ
ル
可
キ
ヤ
」
を
次
章
で
の
問
題
と
し
、
常
語
と
文
語
を
混
ぜ
る
こ
と
 
 

自
体
は
す
で
に
あ
っ
て
良
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
無
論
、
自
分
の
理
想
 
 

と
す
る
文
体
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
第
一
章
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で
も
「
今
、
平
日
ノ
談
話
ヲ
其
ノ
優
、
仮
名
ニ
テ
綴
り
之
ヲ
文
章
卜
為
 
 

ス
モ
決
シ
テ
漢
語
ヲ
慶
シ
得
ヘ
キ
者
ニ
ア
ラ
ス
」
（
三
十
九
丁
）
と
述
 
 

べ
て
、
談
話
（
会
話
）
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
す
る
こ
と
自
体
は
問
題
に
 
 

し
て
い
な
か
っ
た
。
用
字
論
の
議
論
を
急
ぐ
そ
の
態
度
は
、
第
三
章
で
 
 

も
述
べ
る
が
、
「
普
通
書
」
「
文
学
書
」
を
わ
け
て
、
「
普
通
書
」
の
み
 
 

の
、
文
字
削
減
と
文
体
の
改
良
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
の
中
に
も
見
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

言
文
一
致
運
動
は
論
文
、
小
新
聞
の
振
り
仮
名
付
き
の
談
話
体
な
ど
 
 

で
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
た
が
、
文
学
的
表
現
と
し
て
の
創
造
性
の
一
つ
 
 

と
し
て
言
文
一
致
が
求
め
ら
れ
た
文
学
、
特
に
小
説
の
分
野
で
よ
り
大
 
 

（
一
九
）
 
 

き
な
う
ね
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
村
し
、
龍
渓
に
お
い
て
は
、
明
治
十
 
 

年
代
中
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
国
字
問
題
、
文
字
文
章
改
良
の
 
 

議
論
の
方
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
文
一
致
の
議
 
 

論
、
す
な
わ
ち
談
話
体
で
文
章
を
書
く
こ
と
の
是
非
は
、
龍
渓
に
お
い
 
 

て
は
、
い
ず
れ
の
文
章
が
新
知
識
を
国
民
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
貢
献
 
 

す
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
 
 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

川
 
公
文
書
の
文
字
・
文
体
 
 

－
 
第
三
章
 
日
本
こ
用
フ
可
キ
文
字
及
ヒ
文
体
ノ
事
 
 

龍
渓
は
仮
名
文
字
論
に
対
す
る
危
惧
を
表
出
す
る
こ
と
か
ら
本
章
の
 
 

論
述
を
始
め
る
。
学
び
に
く
い
漢
字
を
全
廃
し
て
仮
名
文
の
み
を
使
う
 
 

と
い
う
仮
名
文
字
論
は
、
一
度
世
に
出
て
し
ま
う
と
す
ぐ
に
広
ま
り
、
 
 

漢
字
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
 
 

と
言
う
。
し
か
し
、
仮
名
文
論
は
実
際
に
は
根
拠
不
足
で
あ
る
と
断
じ
 
 

（
二
〇
）
 
 

る
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で
に
現
れ
て
き
た
文
体
を
五
種
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
特
徴
と
来
歴
を
比
較
、
解
説
し
た
後
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
漢
字
 
 

に
振
り
仮
名
を
付
し
た
「
同
文
体
ハ
最
上
便
利
ノ
者
」
で
あ
る
か
ら
 
 

「
日
本
普
通
ノ
文
体
」
と
す
れ
ば
、
不
都
合
な
こ
と
は
何
も
な
い
と
主
 
 

張
す
る
。
両
文
体
は
学
び
や
す
さ
は
仮
名
体
と
同
じ
で
、
見
や
す
さ
は
 
 

仮
名
体
よ
り
優
れ
て
い
る
。
ま
た
見
や
す
さ
は
雑
文
体
と
同
じ
で
あ
り
 
 

な
が
ら
、
学
び
や
す
さ
は
雑
文
体
を
越
え
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
く
。
 
 

そ
の
上
で
、
両
文
体
の
普
及
の
た
め
に
は
漢
字
節
減
が
必
要
で
あ
る
と
 
 

し
て
、
ま
ず
文
章
を
「
普
通
書
」
（
政
府
の
布
告
、
教
科
書
、
新
聞
紙
、
 
 

日
用
の
手
紙
な
ど
）
と
「
文
学
書
」
 
（
小
説
類
、
高
尚
専
門
の
論
文
、
 
 

専
門
書
類
、
史
頬
伝
記
）
二
種
類
に
区
別
し
て
、
そ
の
う
ち
の
普
通
書
 
 

に
限
っ
て
文
字
を
節
減
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
普
通
書
に
用
 
 

い
る
文
字
の
数
を
節
減
し
た
上
で
、
両
文
体
を
「
公
書
体
」
に
す
る
 
 

（
百
十
四
丁
）
こ
と
を
主
張
の
中
心
と
し
た
。
こ
れ
が
こ
の
章
の
概
要
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
要
領
良
く
ま
と
め
ら
れ
た
日
本
語
表
記
の
歴
史
は
、
す
な
わ
 
 

ち
当
時
の
表
記
の
多
様
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
言
語
は
 
 

漢
文
体
か
ら
、
漢
文
変
体
、
雑
文
体
、
両
文
体
、
仮
名
体
と
、
そ
れ
ぞ
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れ
が
並
存
す
る
形
で
、
長
い
年
月
の
間
に
変
貌
を
遂
げ
て
き
て
い
た
。
 
 

こ
の
よ
う
に
用
途
別
に
表
記
体
系
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
日
 
 

本
語
表
記
上
の
重
要
な
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
歴
史
の
転
換
点
を
 
 

迎
え
た
日
本
が
、
新
知
識
を
い
か
に
学
び
、
い
か
に
多
く
の
人
に
伝
達
 
 

し
て
い
く
か
と
い
う
明
治
の
大
課
題
に
直
面
し
た
時
、
多
様
な
、
つ
ま
 
 

り
複
数
あ
る
表
記
体
系
を
整
理
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
 
 

る
。
こ
の
時
、
龍
渓
の
関
心
は
公
文
書
を
含
む
普
通
書
に
向
く
。
そ
れ
 
 

は
新
知
識
を
一
般
の
国
民
に
広
げ
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
の
言
語
 
 

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
彼
の
分
類
上
、
誰
 
 

に
で
も
読
め
て
広
く
世
間
に
通
用
す
る
目
的
の
「
普
通
書
」
に
対
し
、
 
 

教
育
を
十
分
に
受
け
た
世
界
に
向
け
て
読
ま
せ
る
文
章
と
し
て
の
「
文
 
 

（
二
こ
 
 

草
書
」
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
文
字
文
体
で
も
良
い
と
し
て
い
る
。
こ
 
 

の
分
類
上
の
「
普
通
書
」
に
つ
い
て
は
文
字
を
常
用
の
漢
字
に
制
限
す
 
 

る
こ
と
を
必
須
と
し
て
い
る
が
、
「
文
草
書
」
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
 
 

広
く
世
人
に
広
め
る
目
的
の
書
物
な
ら
ば
常
用
の
漢
字
の
み
を
使
用
し
 
 

て
、
そ
の
結
果
「
普
通
書
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の
み
 
 

（
二
二
）
 
 

で
、
基
本
的
に
「
文
学
書
」
は
こ
こ
で
龍
渓
の
眼
中
に
は
な
い
。
用
途
 
 

別
、
使
い
手
別
に
複
数
あ
っ
た
日
本
語
の
表
記
体
系
を
、
新
た
な
目
的
 
 

の
も
と
に
区
切
り
直
す
、
そ
の
目
的
と
は
、
新
知
識
を
広
め
る
と
い
う
 
 

明
治
近
代
化
の
新
機
軸
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
 
 

も
な
い
。
 
 
 

Ⅳ
 
「
両
文
体
」
と
は
何
か
 
 

彼
が
「
最
上
便
利
ノ
者
」
と
推
奨
す
る
「
両
文
体
」
 
の
内
容
に
つ
い
 
 

て
更
に
く
わ
し
く
見
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

「
両
文
体
」
の
前
提
と
し
て
ま
ず
「
難
文
体
」
が
あ
る
。
漢
文
及
び
 
 

漢
文
変
体
で
は
、
一
行
の
文
章
を
読
む
の
に
何
度
も
行
き
つ
戻
り
つ
顛
 
 

倒
読
み
す
る
が
、
こ
れ
は
「
無
益
ノ
骨
折
」
 
（
七
十
八
丁
）
 
で
、
こ
れ
 
 

に
対
し
「
薙
文
体
」
は
「
口
こ
讃
ム
語
法
ノ
順
序
ヲ
其
健
二
書
キ
下
タ
 
 

シ
其
ノ
間
度
々
こ
仮
名
ヲ
爽
ミ
タ
ル
モ
ノ
」
 
（
七
十
九
丁
）
 
で
あ
っ
た
。
 
 

公
文
書
で
は
こ
こ
二
十
数
年
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
 
 

が
、
そ
の
萌
芽
は
六
、
七
百
年
前
で
、
「
平
家
物
語
」
や
「
太
平
記
」
 
 

も
こ
の
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
乱
で
一
時
衰
え
た
が
、
徳
川
時
代
に
 
 

再
び
隆
盛
に
な
る
。
「
日
本
ノ
文
運
ノ
一
大
進
歩
」
で
あ
り
、
「
国
人
こ
 
 

知
識
ヲ
廣
ム
ル
ノ
便
利
ハ
此
時
ヨ
リ
幾
十
倍
こ
増
加
シ
タ
リ
」
 
（
七
十
 
 

九
丁
）
と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
す
で
に
多
く
の
 
 

人
が
認
め
て
い
る
所
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
幕
末
に
洋
書
を
訳
す
こ
と
 
 

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
も
、
こ
の
雑
文
体
が
す
で
に
 
 

広
く
行
わ
れ
て
い
て
、
地
歩
が
で
き
て
い
た
た
め
、
訳
者
、
訳
書
を
読
 
 

む
人
、
漢
書
を
読
ん
で
国
事
に
携
わ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
便
利
な
雑
文
体
 
 

が
使
用
さ
れ
、
公
文
書
の
文
体
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
 
（
八
十
丁
）
。
 
 

「
両
文
体
」
は
こ
の
雑
文
体
の
漢
字
に
仮
名
を
つ
け
た
も
の
で
、
「
仮
名
 
 

文
ト
シ
テ
モ
之
ヲ
謹
ミ
得
可
ク
又
難
文
体
ト
シ
テ
モ
之
ヲ
讃
ミ
得
可
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ク
」
漢
字
を
知
ら
な
い
人
に
は
仮
名
文
と
し
て
通
用
し
、
漢
字
を
知
っ
 
 

て
い
る
人
に
は
雑
文
体
と
し
て
読
め
る
も
の
で
あ
る
。
最
も
盛
ん
に
な
 
 

っ
た
の
は
徳
川
最
盛
期
、
寛
政
天
保
の
頃
の
稗
史
小
説
な
ど
で
あ
っ
た
。
 
 

維
新
後
の
「
偲
名
護
ミ
新
聞
」
で
盛
ん
に
世
の
中
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
な
っ
た
。
 
 
 

漢
字
よ
り
仮
名
の
ほ
う
が
学
び
や
す
い
の
に
、
仮
名
体
が
一
般
に
使
 
 

用
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
当
時
「
両
文
体
」
が
す
で
に
存
在
 
 

し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
仮
名
体
が
一
般
に
通
用
す
 
 

る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
両
文
体
ハ
仮
名
体
卜
漢
字
体
ト
ヲ
 
 

兼
ネ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
甲
二
封
シ
テ
ハ
偲
名
体
卜
烏
リ
テ
適
用
シ
乙
二
封
 
 

シ
テ
ハ
雑
文
体
卜
為
リ
テ
通
用
シ
同
シ
一
人
ノ
身
こ
取
リ
テ
モ
始
メ
ハ
 
 

仮
名
体
卜
見
工
後
こ
ハ
雑
文
体
卜
見
ユ
」
 
（
八
十
四
～
八
十
五
丁
）
と
 
 

龍
渓
は
そ
の
機
能
を
述
べ
る
。
雑
文
体
と
仮
名
体
の
ど
ち
ら
が
読
む
の
 
 

に
便
利
か
と
い
う
と
、
雑
文
体
の
方
で
あ
る
。
雑
文
体
の
唯
一
の
欠
点
 
 

は
漢
字
が
学
び
に
く
い
こ
と
で
あ
る
が
、
両
文
体
な
ら
、
ま
ず
仮
名
体
 
 

か
ら
読
み
始
め
、
次
第
に
読
む
こ
と
の
で
き
る
漢
字
を
増
や
し
て
い
き
、
 
 

そ
の
う
ち
に
目
で
見
て
わ
か
り
や
す
い
漢
字
の
ほ
う
を
読
ん
で
文
全
体
 
 

が
読
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
、
段
階
的
な
学
習
機
能
を
兼
ね
備
え
た
 
 

文
体
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

両
文
体
が
仮
名
体
よ
り
も
優
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
側
面
を
論
ず
る
 
 

た
め
に
、
音
韻
論
に
再
び
触
れ
る
。
仮
名
体
で
は
、
日
本
人
の
発
音
上
 
 

「
同
著
異
義
」
（
九
十
丁
）
と
な
っ
て
し
ま
う
語
の
多
い
漢
語
は
知
ら
ず
 
 

知
ら
ず
の
う
ち
に
避
け
ら
れ
て
、
土
語
だ
け
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
こ
 
 

の
点
は
仮
名
文
だ
け
で
な
く
「
羅
馬
字
文
ヲ
就
ミ
ク
ル
人
々
ハ
定
メ
テ
 
 

斯
ノ
如
キ
有
様
ヲ
経
験
シ
タ
ル
可
シ
」
（
八
十
七
丁
）
。
し
か
し
な
が
 
 

ら
、
第
一
章
で
論
じ
た
如
く
、
土
語
は
平
た
く
長
く
な
る
の
で
不
便
な
 
 

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
仮
名
体
へ
の
警
戒
と
同
時
に
同
じ
音
字
 
 

で
あ
る
羅
馬
字
体
を
も
牽
制
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
す
で
に
第
一
 
 

章
で
漢
語
、
漢
字
廃
止
論
へ
の
異
議
を
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
 
 

（
三
十
九
丁
）
、
両
文
体
の
漢
語
に
付
す
る
振
り
仮
名
に
「
ク
ニ
コ
ト
バ
」
 
 

を
使
わ
な
い
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
幕
末
・
明
治
 
 

初
年
以
来
、
法
令
や
記
録
、
判
決
文
な
ど
に
も
、
左
訓
と
し
て
そ
の
漢
 
 

語
の
意
味
や
、
そ
れ
に
当
た
る
和
語
を
振
る
表
記
方
式
が
盛
ん
に
行
わ
 
 

れ
て
き
て
い
た
が
、
龍
渓
に
と
っ
て
振
り
仮
名
の
意
義
は
漢
語
の
字
音
、
 
 

す
な
わ
ち
そ
の
発
音
の
仕
方
を
振
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 
 

龍
渓
は
漢
字
廃
止
論
に
は
絶
対
反
対
で
あ
っ
た
。
漢
語
を
使
え
ば
、
 
 

ク
ニ
コ
ト
バ
に
よ
る
よ
り
も
短
い
文
で
必
要
な
情
報
を
伝
達
で
き
る
 
 

（
二
三
）
 
 

と
、
漢
語
の
便
利
さ
を
称
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
語
彙
レ
ベ
ル
 
 

で
の
議
論
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
二
十
五
丁
で
用
い
ら
れ
 
 

た
用
語
を
使
っ
て
言
え
ば
「
辞
」
の
レ
ベ
ル
ま
で
含
め
て
の
議
論
だ
っ
 
 

た
の
か
。
こ
の
点
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

つ
ま
り
、
雑
文
体
、
あ
る
い
は
そ
の
漢
字
部
分
に
振
り
仮
名
を
つ
け
 
 

た
両
文
体
で
は
、
仮
名
で
善
か
れ
た
部
分
は
ど
の
よ
う
な
文
体
で
あ
っ
 
 

た
の
か
。
と
く
に
、
今
後
公
用
文
書
に
使
用
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
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両
文
体
は
、
仮
名
部
分
の
、
つ
ま
り
、
全
体
の
文
体
と
し
て
は
ど
の
よ
 
 

う
な
構
造
を
持
っ
た
も
の
を
想
定
し
て
い
た
の
か
。
漢
字
と
支
那
音
を
 
 

龍
渓
の
理
想
の
文
章
、
文
体
の
中
に
残
す
と
い
う
こ
と
は
第
一
章
、
第
 
 

二
牽
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
言
う
「
文
語
」
、
あ
る
 
 

い
は
「
文
学
上
ノ
語
」
と
い
う
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
体
の
こ
 
 

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

雑
文
体
は
幕
末
に
洋
書
を
訳
す
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
 
 

っ
た
時
、
便
利
に
便
用
さ
れ
、
「
漢
文
こ
近
ク
且
ツ
甚
夕
便
利
」
 
で
、
 
 

「
公
書
ノ
体
」
と
な
っ
た
と
述
べ
る
（
第
三
章
八
十
丁
）
。
す
で
に
引
用
 
 

し
た
が
七
十
九
丁
に
「
ロ
ニ
譜
ム
語
法
ノ
順
序
ヲ
其
僅
二
審
キ
下
タ
シ
 
 

其
ノ
間
虚
々
二
仮
名
ヲ
爽
ミ
タ
ル
モ
ノ
」
と
定
義
ら
し
い
表
現
を
し
て
 
 

い
る
。
一
方
で
、
「
我
邦
ノ
文
語
ノ
中
ニ
ハ
今
日
ノ
常
語
ヨ
リ
甚
シ
ク
 
 

隔
り
タ
ル
一
種
ノ
モ
ノ
ア
リ
」
 
（
第
二
章
六
十
三
丁
）
、
そ
れ
を
、
第
二
 
 

章
で
は
 
「
貴
簡
文
語
・
貴
簡
文
体
」
 
（
六
十
三
丁
）
 
と
呼
ん
で
い
る
。
 
 

こ
れ
は
漢
文
を
訳
読
す
る
の
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
「
世
人
力
顛
倒
法
 
 

ヲ
用
ヒ
テ
支
那
書
ヲ
讃
ム
ハ
則
チ
日
本
ノ
語
法
」
 
（
六
十
五
丁
）
 
で
あ
 
 

る
。
「
支
那
文
字
力
非
常
ナ
ル
大
勢
力
ヲ
振
ル
ヒ
シ
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
日
 
 

本
ノ
語
法
ハ
文
学
上
二
於
テ
ス
ラ
其
ノ
滅
亡
ヲ
免
レ
テ
遂
二
後
世
こ
博
 
 

ハ
リ
」
 
（
六
十
四
丁
）
、
「
近
来
二
三
十
年
こ
至
リ
テ
ハ
遂
二
漢
文
ヲ
蜃
 
 

倒
ス
ル
ノ
勢
」
（
六
十
五
丁
）
と
な
っ
た
語
法
で
あ
る
。
「
漢
文
ノ
澤
讃
」
 
 

ま
た
そ
の
等
価
値
の
語
と
し
て
「
漢
文
ノ
訓
読
」
 
（
六
十
五
丁
）
と
い
 
 

う
語
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
漢
文
訓
読
体
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
理
解
 
 

で
き
る
。
そ
れ
は
七
十
九
丁
の
「
ロ
こ
讃
ム
語
法
ノ
順
序
ヲ
其
健
二
書
 
 

キ
下
タ
シ
其
ノ
間
虚
々
二
仮
名
ヲ
爽
ミ
タ
ル
モ
ノ
」
と
い
う
説
明
か
ら
 
 

す
れ
ば
「
経
文
体
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
仮
名
体
の
解
説
で
 
 

「
源
氏
物
語
」
、
「
伊
勢
物
語
」
、
「
竹
取
物
語
」
、
「
土
佐
日
記
」
な
ど
を
 
 

例
に
挙
げ
た
後
、
「
雑
文
体
二
テ
書
キ
タ
ル
モ
ア
リ
」
と
し
て
い
る
が
、
 
 

こ
こ
で
い
う
「
雑
文
体
」
と
は
漢
文
訓
読
体
の
こ
と
で
は
な
く
、
漢
字
 
 

と
仮
名
の
単
な
る
雑
ぜ
書
き
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
ま
た
、
龍
渓
が
、
 
 

雑
文
体
の
手
本
と
し
て
、
振
り
仮
名
を
つ
け
れ
ば
同
文
体
の
手
本
と
し
 
 

て
、
両
者
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
近
世
の
文
筆
家
と
し
て
、
新
井
白
 
 

石
と
貝
原
益
軒
の
二
人
を
挙
げ
て
い
る
（
百
十
一
丁
）
が
、
彼
ら
の
文
 
 

（
二
四
）
 
 

章
は
狭
い
意
味
の
漢
文
訓
読
体
で
は
な
い
。
簡
潔
な
漢
文
訓
読
文
の
こ
 
 

と
を
、
「
最
簡
文
体
」
「
最
簡
文
語
」
と
名
づ
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
 
 

れ
る
。
第
二
章
以
降
の
章
を
読
み
進
む
時
、
「
両
文
体
」
、
ひ
い
て
は
そ
 
 

の
基
礎
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
難
文
体
」
で
使
用
す
べ
き
文
体
に
つ
い
て
、
 
 

す
っ
き
り
と
整
理
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
「
貴
簡
文
体
」
「
貴
簡
文
 
 

語
」
に
つ
い
て
彼
の
章
で
述
べ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
（
第
二
章
七
十
三
 
 

丁
）
、
特
に
こ
れ
以
上
の
言
及
も
な
い
。
 
 
 

こ
こ
で
、
第
大
童
を
先
取
り
し
よ
う
。
龍
渓
は
第
三
章
で
「
薙
文
体
」
 
 

と
呼
ば
れ
て
い
る
文
体
、
す
な
わ
ち
両
文
体
の
前
提
に
な
る
文
体
の
う
 
 

ち
か
ら
、
龍
渓
が
普
通
書
に
採
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
文
体
を
、
更
 
 

に
こ
の
第
六
章
で
狭
く
定
義
し
て
い
く
。
こ
こ
で
初
め
て
雑
文
体
の
種
 
 

類
を
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
、
そ
の
一
つ
に
「
僕
等
体
」
と
い
う
語
を
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用
い
て
、
「
洋
詳
体
」
「
土
語
体
」
に
村
比
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
普
 
 

通
書
に
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の
は
結
局
は
「
土
語
体
」
で
 
 

あ
っ
て
、
こ
の
「
漢
語
体
」
で
は
な
い
と
、
龍
渓
は
は
つ
き
り
と
述
べ
 
 

〓
一
五
）
 
 

て
い
る
。
こ
の
「
漠
詳
体
」
の
用
語
は
大
草
以
外
の
章
で
は
一
度
も
使
 
 

用
し
て
い
な
い
が
、
仮
名
を
省
い
て
文
字
を
類
例
す
る
と
正
格
の
漢
文
 
 

と
な
る
文
体
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、
「
漢
詩
体
」
と
は
 
 

い
わ
ゆ
る
「
漢
文
訓
読
体
」
を
さ
す
の
で
あ
り
、
普
通
書
に
便
用
す
る
 
 

こ
と
を
龍
渓
が
提
案
し
て
い
る
の
は
漢
文
訓
読
体
で
は
な
い
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
。
 
 
 

第
三
章
に
戻
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
八
十
四
丁
で
何
度
目
か
 
 

の
両
文
体
の
定
義
を
繰
り
返
す
の
に
あ
た
り
、
「
両
文
体
ハ
仮
名
体
卜
 
 

漢
字
体
ト
ヲ
兼
ネ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
と
「
漢
字
体
」
と
い
う
用
語
を
 
 

使
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
漢
文
体
」
あ
る
い
は
「
演
繹
体
」
 
 

の
誤
り
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
以
下
の
文
章
や
他
の
個
所
と
の
比
較
 
 

に
お
い
て
も
「
雑
文
体
」
と
す
べ
き
所
を
、
「
漢
字
体
」
と
言
っ
て
し
 
 

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
単
純
な
ミ
ス
や
誤
植
以
上
の
、
龍
渓
に
お
 
 

け
る
関
心
の
比
重
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
雑
文
体
の
 
 

最
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
、
漢
字
を
用
い
た
文
体
と
い
う
点
に
存
す
る
と
言
 
 

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
雑
文
体
の
漢
字
以
外
の
部
分
、
つ
ま
り
 
 

仮
名
で
書
く
部
分
を
中
心
と
す
る
文
章
構
造
に
つ
い
て
の
説
明
に
暖
昧
 
 

さ
が
出
る
の
は
、
こ
こ
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

龍
渓
が
「
普
通
書
」
で
採
周
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
表
記
上
は
雑
文
 
 

体
を
基
礎
と
し
た
両
文
体
で
、
第
二
章
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
 
 

常
語
よ
り
も
簡
潔
な
文
語
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
漢
字
仮
名
交
 
 

り
で
善
か
れ
て
い
て
、
し
か
し
談
話
体
と
は
違
う
、
か
つ
、
漢
文
訓
読
 
 

体
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
漢
字
漢
語
を
用
い
た
簡
潔
な
文
章
で
あ
 
 

る
と
い
う
く
ら
い
に
、
曖
昧
で
、
折
衷
的
な
文
体
で
あ
っ
た
の
で
は
な
 
 

い
か
。
こ
の
意
味
で
、
龍
渓
は
明
ら
か
に
非
言
文
一
致
論
者
だ
っ
た
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

龍
渓
は
具
体
的
な
施
策
を
提
案
し
て
い
る
 
（
百
五
丁
以
下
）
。
政
府
 
 

の
布
告
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
政
府
自
身
が
率
先
し
て
実
行
す
る
こ
 
 

と
を
求
め
る
。
ま
ず
「
文
部
省
ノ
学
士
曾
院
」
か
ら
選
ん
だ
学
者
三
名
 
 

に
常
用
の
漢
字
三
千
字
を
八
万
字
の
中
か
ら
選
ば
せ
る
。
続
い
て
、
各
 
 

省
庁
役
所
な
ど
に
村
し
て
、
こ
の
常
用
の
漢
字
を
主
に
用
い
る
よ
う
に
 
 

マ
マ
 
 

令
達
し
、
全
国
の
学
校
に
こ
の
常
用
漢
字
だ
け
を
「
教
課
書
」
に
使
う
 
 

よ
う
に
命
令
す
る
。
官
府
の
文
書
、
学
校
で
用
い
る
教
科
書
の
文
体
は
 
 

両
文
体
に
し
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
付
け
さ
せ
る
。
こ
 
 

（
二
六
）
 
 

う
し
て
、
普
通
書
の
字
数
を
定
め
た
後
、
字
引
を
作
る
の
で
あ
る
。
両
 
 

文
体
の
手
本
と
し
て
、
上
品
で
人
物
的
に
も
慕
わ
し
い
文
章
を
残
し
た
 
 

新
井
白
石
と
、
平
易
で
温
厚
篤
実
な
文
章
を
書
い
た
貝
原
益
軒
を
手
本
 
 

と
し
て
挙
げ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
両
文
体
が
そ
の
前
提
と
し
 
 

て
必
要
と
し
た
漢
字
削
減
（
漢
字
三
千
字
）
 
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
言
 
 

（
二
七
）
 
 

わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
当
用
漢
字
制
定
へ
の
布
石
と
な
っ
た
こ
と
ば
間
 
 

違
い
な
い
。
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V
 
仮
名
文
字
と
羅
馬
字
へ
の
牽
制
 
－
 
第
四
章
・
第
玉
章
 
 

第
一
章
で
は
言
語
学
上
か
ら
み
た
「
語
体
語
勢
」
に
つ
い
て
、
続
く
 
 

第
二
章
で
、
「
視
感
聴
感
」
か
ら
文
語
文
体
の
利
点
を
論
じ
た
。
さ
ら
 
 

に
、
第
三
章
は
文
体
の
沿
革
を
概
観
し
た
上
で
、
公
文
書
に
用
い
る
べ
 
 

き
文
字
と
文
体
と
し
て
、
「
両
文
体
」
を
挙
げ
た
。
こ
こ
ま
で
で
、
こ
 
 

の
論
文
の
趣
旨
は
述
べ
尽
く
し
て
あ
り
、
第
四
章
以
下
で
は
、
論
じ
残
 
 

し
た
点
に
つ
い
て
述
べ
る
と
言
う
。
第
三
章
で
、
仮
名
の
み
の
文
章
が
 
 

日
に
見
分
け
難
く
、
日
の
世
界
で
は
不
便
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
 
 

理
由
に
詳
し
く
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
第
四
章
で
は
視
覚
器
官
 
 

の
機
能
、
視
覚
の
仕
組
み
を
用
い
て
、
形
字
（
特
に
こ
こ
で
は
漢
字
）
 
 

と
仮
名
文
字
（
す
な
わ
ち
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
日
本
語
の
仮
名
の
よ
う
 
 

な
文
字
）
 
の
視
覚
上
の
優
劣
を
詳
述
し
て
い
る
。
 
 

（
二
八
）
 
 
 

第
五
章
で
は
、
仮
名
文
字
と
羅
馬
字
の
優
劣
を
論
じ
る
。
日
本
の
言
 
 

語
を
表
記
す
る
文
字
と
し
て
は
仮
名
は
羅
馬
字
よ
り
優
れ
て
い
る
が
、
 
 

欧
州
諸
国
の
言
語
を
表
記
す
る
文
字
と
し
て
は
羅
馬
字
よ
り
劣
る
。
日
 
 

本
語
の
音
声
と
欧
州
諸
語
の
音
声
と
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
 
 

羅
馬
字
論
者
へ
の
牽
制
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
本
書
全
体
か
ら
見
る
 
 

と
、
羅
馬
字
に
対
し
て
は
仮
名
文
体
に
村
す
る
ほ
ど
警
戒
し
て
は
い
な
 
 

い
。
音
字
と
し
て
は
や
は
り
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
仮
名
の
方
が
 
 

羅
馬
字
よ
り
現
実
的
で
あ
る
と
見
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
ル
 
 

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
西
欧
言
語
と
の
比
較
を
最
後
ま
で
貫
い
て
、
首
 
 

尾
二
貫
し
た
日
本
語
文
字
論
を
目
指
す
意
図
が
う
か
が
え
る
。
 
 

Ⅵ
 
「
両
文
体
」
の
姿
 
－
 
第
六
章
 
全
篇
ノ
要
領
及
ヒ
補
遺
 
 

第
大
童
は
「
全
篇
補
遺
」
と
言
い
、
し
か
も
、
第
三
章
ま
で
で
す
べ
 
 

て
こ
の
論
文
の
趣
旨
は
述
べ
尽
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
ま
 
 

で
、
特
に
第
二
章
、
第
三
章
で
曖
昧
だ
っ
た
用
字
の
問
題
以
外
の
文
体
、
 
 

文
章
の
構
造
に
つ
い
て
、
こ
の
章
で
論
述
を
行
う
。
し
か
し
「
全
篇
要
 
 

領
」
と
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
章
で
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
新
し
 
 

い
用
語
を
持
ち
出
す
な
ど
、
あ
ま
り
整
理
さ
れ
た
論
に
な
っ
て
い
な
い
 
 

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

両
文
体
の
基
礎
は
雑
文
体
で
、
そ
の
種
類
を
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
 
 

≡
一
〇
）
 

（
二
九
）
 

（
三
こ
 
 

い
と
し
つ
つ
、
漢
訳
体
、
洋
訳
体
、
土
語
体
の
三
体
に
分
類
し
て
い
 
 

（
三
二
）
 
 

る
。
仮
名
を
省
い
て
文
字
を
顛
倒
す
る
と
正
格
の
漢
文
に
な
る
場
合
は
 
 

漢
訳
体
で
、
語
尾
を
「
今
語
体
」
 
（
二
百
三
十
五
丁
）
 
に
変
え
る
と
普
 
 

通
の
談
話
と
同
じ
に
な
る
場
合
は
土
語
体
に
あ
た
る
と
言
う
。
「
今
語
 
 

体
」
と
は
何
か
。
こ
こ
ま
で
一
度
も
出
て
き
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
 
 

「
口
語
体
」
あ
る
い
は
、
口
語
体
棟
の
活
用
語
尾
く
ら
い
の
意
味
で
使
 
 

用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
重
要
な
点
は
、
龍
渓
が
普
通
書
 
 

に
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の
は
土
語
体
で
あ
っ
て
、
漢
訳
体
 
 

で
は
な
い
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
 
（
二
育
三
十
五
～
二
 
 

百
三
十
六
丁
）
。
す
な
わ
ち
、
結
局
龍
渓
の
主
張
す
る
「
両
文
体
」
は
、
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お
わ
り
に
 
一
 
明
治
の
表
現
力
 
 

あ
る
程
度
漢
字
を
知
る
者
に
と
っ
て
、
「
両
文
体
」
を
読
む
こ
と
と
 
 

は
、
対
象
に
応
じ
た
〓
疋
の
テ
ン
ポ
で
「
雑
文
体
」
と
「
仮
名
体
」
と
 
 

に
焦
点
を
切
り
替
え
つ
つ
テ
ク
ス
ト
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
 
 

；
二
二
）
 
 

た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
両
文
体
は
仮
名
体
を
も
そ
の
表
 
 

記
シ
ス
テ
ム
に
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
仮
名
文
字
論
、
仮
名
 
 

専
用
論
に
村
し
折
衷
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
振
り
仮
名
付
き
の
新
聞
な
ど
 
 

の
普
及
を
見
た
上
で
の
極
め
て
現
実
的
な
認
識
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
 
 
 

幕
末
・
明
治
初
年
以
来
、
法
令
や
記
録
、
判
決
文
な
ど
の
公
文
書
に
 
 

も
、
右
側
の
通
常
の
振
り
仮
名
の
他
に
、
左
訓
と
し
て
そ
の
漢
語
の
意
 
 

味
や
、
そ
れ
に
当
た
る
和
語
を
振
る
表
記
方
式
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
 
 

て
い
た
。
漢
字
の
音
と
意
味
を
借
り
て
擬
態
語
や
英
語
を
漢
字
で
記
そ
 
 

う
と
い
う
振
り
仮
名
の
用
い
方
は
確
か
に
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
 
 

「
こ
l
叫
、
 
 

し
、
《
黙
読
二
国
語
性
》
と
も
呼
び
得
る
、
漢
文
脈
と
和
文
腋
と
の
間
 
 

上
述
し
た
よ
う
に
語
彙
レ
ベ
ル
で
振
り
仮
名
付
き
の
漢
語
を
使
用
す
る
 
 

と
い
う
表
記
体
系
に
重
点
を
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
第
六
章
を
待
 
 

っ
て
初
め
て
は
っ
き
り
し
て
く
る
文
体
の
様
相
は
、
談
話
よ
り
簡
潔
な
 
 

文
語
文
（
「
平
常
ノ
談
話
ヲ
古
体
ノ
土
語
二
縮
メ
タ
ル
者
」
）
 
（
二
育
三
 
 

十
二
〒
エ
な
の
で
あ
っ
た
。
 
 

；
】
五
）
 
 

に
平
行
し
て
作
り
出
さ
れ
る
緊
張
関
係
は
、
異
質
言
語
に
対
し
て
日
本
 
 

語
が
持
つ
消
化
能
力
を
見
せ
つ
け
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
種
の
表
記
 
 

は
明
治
期
の
多
く
の
作
家
に
愛
用
さ
れ
た
。
二
葉
亭
も
蓬
遥
も
、
ま
た
、
 
 

紅
葉
を
筆
頭
と
す
る
硯
友
社
の
作
家
達
も
、
淑
石
も
、
実
用
性
以
上
に
 
 

豊
か
な
表
現
方
法
を
有
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
紅
葉
の
『
畳
字
訓
』
か
 
 

；
一
大
）
 
 

ら
は
、
和
語
で
あ
る
畳
語
に
対
し
て
、
幾
通
り
も
の
漢
字
表
記
を
自
ら
 
 

創
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
並
ん
だ
漢
字
表
記
に
は
著
者
 
 

紅
葉
の
、
あ
る
い
は
紅
葉
を
代
表
と
す
る
明
治
の
文
学
人
た
ち
の
美
的
 
 

造
型
法
を
見
出
だ
す
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
当
て
字
」
と
い
 
 

う
櫓
下
の
評
価
を
含
ん
だ
表
現
を
当
て
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
で
は
い
 
 

ら
れ
な
い
。
 
 
 

こ
う
し
た
、
漢
字
自
体
の
訓
み
方
で
な
く
、
あ
る
漢
語
は
和
語
で
は
 
 

ど
う
い
う
言
葉
と
相
応
す
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
あ
る
和
語
に
ど
の
よ
 
 

う
な
漢
字
が
対
応
す
る
の
か
を
示
そ
う
と
し
た
振
り
仮
名
表
記
と
、
央
 
 

野
龍
渓
の
「
両
文
体
」
は
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
こ
 
 

れ
に
つ
い
て
は
、
Ⅳ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
龍
渓
の
「
両
文
体
」
は
漢
字
 
 

と
仮
名
の
併
記
を
考
え
て
い
な
が
ら
漢
字
・
漢
語
に
比
重
を
置
く
も
の
 
 

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
両
文
体
の
漢
字
・
漢
語
へ
の
振
り
仮
名
は
、
 
 

原
則
と
し
て
漢
語
の
発
音
の
仕
方
を
仮
名
で
付
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

漢
字
億
用
の
幅
に
も
個
人
差
が
相
当
大
き
く
、
振
り
仮
名
も
漢
字
か
 
 

ら
か
な
り
自
由
な
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
自
然
主
義
の
作
家
あ
た
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（
三
七
）
 
 

り
か
ら
大
分
今
日
に
近
く
な
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
見
る
 
 

と
、
龍
渓
の
「
両
文
体
」
の
役
割
は
お
そ
ら
く
「
仮
名
体
」
の
出
現
を
 
 

く
い
と
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
漢
語
に
振
ら
れ
た
字
音
の
振
り
仮
 
 

名
は
、
そ
れ
以
外
の
訓
系
統
な
ど
の
読
み
を
読
者
か
ら
奪
っ
て
い
く
こ
 
 

；
一
人
）
 
 

と
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
振
り
仮
名
を
含
め
た
漢
字
平
仮
名
交
り
文
の
、
 
 

現
代
の
表
記
方
法
が
確
立
す
る
ま
で
の
流
れ
全
体
を
見
た
時
、
明
治
以
 
 

後
の
「
国
語
」
教
育
の
中
で
、
漢
字
は
多
く
用
い
な
い
よ
う
に
、
ま
た
 
 

幾
通
り
に
も
読
ま
な
い
よ
う
に
と
細
々
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
、
言
 
 

葉
は
そ
れ
が
背
負
っ
て
き
た
意
味
の
一
部
と
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
 
 

き
な
歴
史
を
殺
ぎ
落
と
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
お
ら
か
と
評
し
 
 

て
も
よ
い
明
治
人
た
ち
の
表
現
力
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
漢
語
熟
語
の
 
 

仮
名
表
記
化
や
そ
の
一
部
分
を
仮
名
書
き
す
る
表
記
に
よ
っ
て
は
、
も
 
 

は
や
遡
及
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
 
 

：
 
谷
川
恵
一
「
小
説
の
す
が
た
」
（
『
江
戸
文
学
』
2
1
、
一
九
九
九
年
一
 
 

二
月
）
、
三
入
貢
。
 
 

（
二
）
 
谷
川
氏
同
論
文
に
よ
る
と
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
り
文
を
使
用
し
た
小
 
 

説
は
、
ほ
と
ん
ど
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
な
い
も
の
か
ら
、
稔
ル
ビ
 
 

に
近
い
も
の
ま
で
存
在
し
、
し
か
も
、
し
ば
し
ば
漢
字
の
左
右
両
側
 
 

に
ル
ビ
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ひ
ら
が
な
交
り
文
で
善
か
れ
 
 

（
三
）
 
 

（
六
）
 
 

た
小
説
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
漢
字
の
右
側
に
振
り
仮
名
を
添
え
ら
 
 

れ
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
傾
向
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
 
 

人
頁
。
 
 

山
本
正
秀
氏
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
 
 

五
年
）
 
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
慶
応
二
年
か
ら
昭
和
二
一
年
 
 

ま
で
の
八
〇
年
間
は
、
近
代
口
語
体
形
成
、
言
文
一
致
運
動
の
観
点
 
 

か
ら
、
七
期
に
分
け
ら
れ
、
明
治
一
七
年
か
ら
二
二
年
は
、
慶
応
二
 
 

年
か
ら
明
治
一
六
年
ま
で
の
「
発
生
期
」
に
続
く
、
「
第
一
自
覚
期
」
 
 

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
か
な
文
言
文
一
致
」
や
「
言
文
 
 

t
致
ロ
ー
マ
字
文
」
の
提
唱
が
な
さ
れ
る
な
ど
の
、
国
字
改
良
運
動
 
 

と
と
も
に
、
言
文
一
致
運
動
が
現
れ
た
。
新
聞
紙
上
に
も
新
し
い
言
 
 

文
一
致
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
一
九
年
に
は
二
葉
亭
四
 
 

迷
と
山
田
美
砂
が
言
文
一
致
体
小
説
に
着
手
し
て
い
る
。
 
 

洋
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
目
録
で
「
頁
」
で
は
な
く
「
T
」
を
用
い
 
 

て
表
示
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
倣
う
こ
と
に
し
た
。
 
 

夫
野
龍
渓
『
斎
武
名
士
／
経
国
美
談
』
 
（
小
林
智
賀
平
校
訂
、
岩
波
文
 
 

庫
、
一
九
六
九
年
）
 
に
拠
っ
た
。
岩
波
文
庫
版
で
は
下
巻
が
後
編
を
 
 

収
め
て
お
り
、
そ
の
自
序
に
「
文
僅
論
」
 
（
岩
波
文
庫
版
で
下
巻
、
 
 

二
〇
～
二
五
貫
）
が
あ
る
。
こ
の
引
用
は
二
一
頁
よ
り
。
 
 

上
記
岩
波
文
庫
版
に
収
め
ら
れ
た
校
訂
者
小
林
氏
に
よ
る
解
題
は
、
 
 

『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
 
の
基
礎
が
こ
の
『
経
国
美
談
後
編
』
自
序
 
 

中
の
「
文
髄
論
」
に
あ
る
と
す
る
。
 
 

央
野
龍
渓
前
掲
書
下
巻
、
二
一
頁
。
 
 

前
篇
と
後
篇
で
そ
の
比
重
は
異
な
る
。
央
野
龍
渓
前
掲
書
下
巻
自
序
、
 
 

二
四
頁
。
前
篇
で
は
こ
れ
ら
の
四
体
兼
用
を
決
意
し
、
特
に
そ
の
中
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9 垂  

で
も
「
俗
語
健
吉
髄
」
の
〓
埋
で
あ
る
日
本
旧
来
の
「
稗
史
髄
」
を
 
 

億
用
し
ょ
う
と
勉
め
た
が
、
不
慣
れ
で
窮
屈
で
あ
っ
た
の
で
、
後
篇
 
 

で
は
「
自
然
二
任
ス
」
こ
と
と
し
て
「
唯
胸
中
ノ
意
ヲ
寓
シ
蓋
ス
ヲ
 
 

勉
メ
、
別
二
文
題
こ
拘
泥
」
し
な
か
っ
た
と
、
龍
渓
は
述
べ
て
い
る
。
 
 

井
田
輝
敏
著
『
近
代
日
本
の
思
想
像
－
 
啓
蒙
主
義
か
ら
超
国
家
主
 
 

義
ま
で
』
 
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
）
 
で
は
そ
の
ニ
ー
七
頁
で
、
 
 

「
一
種
独
特
の
画
期
的
な
文
体
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 
 

矢
野
龍
渓
前
掲
書
下
巻
自
序
、
ニ
ー
頁
。
 
 

子
音
母
音
の
そ
れ
ぞ
れ
を
「
音
」
と
し
、
子
音
と
母
音
を
合
わ
せ
た
 
 

も
の
を
「
聾
」
と
呼
ん
で
い
る
 
（
二
十
四
丁
）
。
ま
た
、
二
十
丁
で
 
 

は
「
シ
ラ
ブ
ル
」
と
左
訓
を
振
っ
て
い
る
。
 
 

m
と
n
の
子
音
で
終
わ
る
「
馨
」
の
こ
と
（
二
十
六
丁
）
。
 
 

た
と
え
ば
 
［
チ
ョ
ク
】
、
［
キ
ョ
ク
】
、
［
シ
ョ
ウ
］
、
［
チ
ャ
ウ
］
な
ど
 
 

の
「
聾
」
の
こ
と
（
二
十
五
丁
）
 
 

「
平
馨
」
と
も
呼
ぶ
。
子
音
と
母
音
を
二
者
ず
つ
合
わ
せ
た
「
普
」
 
 

の
こ
と
 
（
九
丁
）
。
 
 

漢
字
の
「
土
語
」
に
こ
の
よ
う
に
「
ク
ニ
コ
ト
バ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
 
 

振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
 
（
四
丁
）
と
、
カ
タ
カ
ナ
の
み
で
 
 

「
ク
ニ
コ
ト
バ
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
数
カ
所
あ
る
他
は
、
振
り
 
 

仮
名
な
し
の
「
土
語
」
と
い
う
表
記
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
 
 

「
文
学
」
は
こ
こ
で
は
学
問
一
般
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
三
十
五
丁
 
 

や
五
十
丁
で
は
「
文
学
上
ノ
言
語
」
を
す
な
わ
ち
「
文
語
」
と
置
き
 
 

換
え
て
い
る
。
第
三
章
で
文
章
を
分
類
す
る
際
に
用
い
た
「
普
通
書
」
 
 

に
対
す
る
「
文
学
書
」
と
い
う
場
合
と
は
「
文
学
」
の
意
味
に
ず
れ
 
 

が
あ
る
。
 
 

（
二
二
）
 
 

（
一
六
）
 
 
 

二
十
四
⊥
一
十
五
丁
で
、
「
辞
」
と
は
、
「
著
」
が
合
わ
さ
っ
て
で
き
 
 

た
「
語
」
が
さ
ら
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
「
辞
」
と
な
る
と
説
明
し
て
 
 

い
た
。
 
 

山
本
氏
前
掲
書
、
三
四
四
頁
以
下
。
 
 

龍
渓
が
挙
げ
て
い
る
諸
点
は
言
文
一
致
反
対
論
者
の
反
対
理
由
と
し
 
 

て
常
套
語
化
し
、
龍
渓
の
論
は
、
言
文
一
致
と
い
う
こ
と
と
明
治
時
 
 

代
前
半
の
口
語
の
実
態
と
の
間
に
横
た
わ
る
重
大
事
項
を
明
示
し
、
 
 

問
題
点
を
提
出
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
 
（
山
本
氏
前
掲
書
、
三
四
 
 

八
頁
）
。
 
 

山
本
氏
前
掲
書
、
三
四
頁
以
下
の
各
期
概
観
。
 
 

「
漢
文
体
」
、
「
漢
文
欒
体
」
、
「
雅
文
体
」
、
「
両
文
体
」
、
「
偲
名
体
」
 
 

の
五
種
。
 
 

山
本
氏
前
掲
書
は
、
こ
の
「
文
学
書
」
の
文
体
に
つ
い
て
、
『
経
国
美
 
 

談
』
後
編
自
序
中
の
「
文
体
論
」
と
同
種
で
ほ
と
ん
ど
発
展
が
な
い
 
 

と
辞
し
て
い
る
。
三
五
四
頁
参
照
。
 
 

明
治
二
三
年
四
月
、
龍
渓
は
『
報
知
異
聞
／
浮
城
物
語
』
（
以
下
『
浮
 
 

城
物
語
』
と
略
記
す
る
）
を
報
知
社
か
ら
出
版
し
た
。
「
浮
城
物
語
 
 

立
案
の
始
末
」
（
『
国
民
新
聞
』
と
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
そ
れ
ぞ
れ
 
 

同
年
六
月
二
八
日
～
七
月
二
日
、
同
日
～
七
月
一
日
に
所
載
）
 
に
よ
 
 

る
と
、
小
説
に
用
い
る
べ
き
「
語
調
」
の
種
類
と
し
て
、
「
馬
琴
体
」
、
 
 

「
徒
然
草
体
」
、
「
酉
書
直
詩
体
」
、
「
漢
文
崩
し
」
 
の
四
種
を
あ
げ
、
 
 

特
に
、
『
浮
城
物
語
』
に
は
「
漢
語
調
」
、
「
漢
文
崩
し
」
を
用
い
た
 
 

と
言
う
。
し
か
し
自
分
は
漢
文
崩
し
の
語
調
だ
け
を
後
生
大
事
に
す
 
 

る
の
で
は
な
く
、
色
々
な
語
体
を
縦
横
自
在
に
使
用
し
て
拘
泥
す
る
 
 

こ
と
が
な
い
の
だ
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
た
、
『
経
国
美
談
』
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西 三  

後
編
自
序
中
の
「
文
髄
論
」
で
「
四
髄
雑
用
」
を
標
模
し
て
い
た
こ
 
 

と
に
も
対
応
す
る
。
文
体
に
関
し
て
の
用
語
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
 
 

て
い
な
い
が
、
『
経
国
美
談
』
後
編
自
序
中
の
「
文
髄
論
」
、
『
日
本
 
 

文
体
文
字
新
論
』
、
そ
し
て
「
浮
城
物
語
立
案
の
始
末
」
と
続
け
て
 
 

読
ん
で
い
く
と
、
龍
渓
の
「
文
学
書
」
文
体
の
噂
好
は
、
『
日
本
文
 
 

体
文
字
新
論
』
第
大
草
の
「
漢
訳
体
」
で
は
な
い
が
漢
語
を
多
く
用
 
 

い
た
漢
語
調
、
漢
文
崩
し
体
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

た
と
え
ば
十
二
～
十
三
丁
。
 
 

「
正
格
ノ
漢
文
」
を
書
け
る
だ
け
の
学
力
は
あ
っ
た
が
、
あ
え
て
正
 
 

格
漢
文
を
避
け
て
、
新
知
識
を
広
く
人
々
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
解
 
 

説
さ
れ
て
い
る
。
八
十
丁
ま
た
、
百
十
二
丁
で
は
今
日
に
伝
わ
っ
て
 
 

い
る
彼
ら
の
文
章
は
移
し
く
、
様
々
な
文
体
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
 
 

い
る
と
し
、
雑
文
体
に
幾
種
類
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
 
 

て
い
る
。
 
 

「
余
力
普
通
書
こ
用
フ
可
シ
ト
云
フ
ハ
則
チ
土
語
体
ノ
方
ニ
テ
漢
詩
 
 

体
ハ
極
メ
テ
平
易
ナ
ル
者
こ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
普
通
書
こ
用
ヒ
サ
ル
 
 

コ
ソ
願
ハ
シ
ケ
レ
」
と
述
べ
て
い
る
 
（
二
百
三
十
五
～
二
百
三
十
六
 
 

丁
）
 
 

明
治
一
九
年
八
月
、
欧
米
の
新
聞
視
察
旅
行
か
ら
帰
朝
す
る
と
、
龍
 
 

渓
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
紙
面
の
改
良
を
企
て
る
。
当
時
『
讃
膏
』
 
 

『
朝
日
』
を
始
め
と
す
る
小
新
聞
の
発
展
に
遭
っ
て
、
大
新
聞
か
ら
 
 

の
大
衆
新
聞
化
を
明
確
に
し
た
。
記
事
も
総
ル
ビ
化
し
て
い
る
。
同
 
 

年
一
九
年
九
月
一
大
日
同
紙
に
「
改
良
意
見
書
」
を
掲
載
。
そ
の
中
 
 

で
「
又
文
体
は
拙
著
文
字
新
論
の
主
意
に
従
ひ
勉
て
俗
語
に
て
分
り
 
 

易
き
丁
寧
な
る
文
字
を
用
ふ
べ
し
。
唯
平
易
な
る
文
章
の
弊
は
或
は
 
 

（
二
九
）
 
 
 

（
≡
○
）
 
 
 

（
三
こ
 
 
 

（
三
二
）
 
 

静
諺
或
は
野
卑
に
流
れ
易
き
に
在
る
こ
と
な
れ
ば
、
固
く
注
意
し
て
 
 

、カ  

ふ
り
が
な
 
 

右
等
の
弊
を
避
け
た
く
候
。
又
六
ケ
敷
文
字
に
は
渾
て
を
傍
訓
を
施
 
 
 

し
、
我
が
新
紙
を
購
ふ
家
は
其
家
の
男
子
の
み
な
ら
ず
婦
女
子
迄
も
 
 

容
易
に
謹
み
得
る
や
う
に
致
度
候
。
又
紙
面
に
用
ゆ
る
文
字
の
敷
を
 
 

減
少
し
往
く
往
く
は
新
開
字
引
を
も
作
り
右
の
字
引
を
用
ゆ
る
も
の
 
 

は
我
新
枕
を
讃
得
さ
る
も
の
な
き
に
も
至
ら
し
め
度
存
候
」
 
（
本
意
 
 

見
書
は
パ
ラ
ル
ビ
だ
が
、
一
部
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
句
読
点
は
 
 

引
用
者
に
よ
る
）
と
述
べ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
は
西
田
長
寿
編
『
明
 
 

治
新
聞
人
文
学
集
』
〔
明
治
文
学
全
集
9
1
（
筑
摩
書
房
一
九
七
九
年
）
〕
 
 

三
～
五
頁
に
拠
っ
た
。
 
 

山
本
氏
前
掲
書
、
三
五
五
頁
。
 
 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
日
本
語
 
 

を
表
記
す
る
子
音
＋
母
音
で
「
一
着
」
を
あ
ら
わ
す
方
法
と
は
別
で
 
 

あ
る
。
 
 

「
漢
文
ヲ
日
本
語
二
讃
ミ
直
シ
タ
ル
者
」
 
（
二
百
三
十
三
丁
）
 
 

「
洋
文
ヲ
和
語
二
讃
ミ
直
シ
タ
ル
者
」
 
（
二
百
三
十
三
丁
）
 
 

「
平
常
ノ
談
話
ヲ
古
体
ノ
土
語
こ
縮
メ
タ
ル
者
」
 
（
二
育
三
十
三
丁
）
 
 

こ
こ
で
龍
渓
が
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
の
物
語
の
一
場
 
 

面
を
読
者
の
参
考
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
洋
訳
体
と
土
語
体
で
書
き
 
 

分
け
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
 
 

谷
川
氏
前
掲
論
文
、
四
〇
頁
。
 
 

十
川
信
介
「
『
浮
雲
』
 
の
時
代
」
〔
『
明
治
文
学
 
こ
と
ば
の
位
相
』
 
 

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
〕
、
九
頁
。
 
 

由
良
君
美
「
ル
ビ
の
美
学
」
〔
『
言
語
文
化
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
 
（
講
談
 
 

社
学
術
文
庫
、
一
九
八
大
年
）
〕
、
一
〇
七
頁
以
下
参
照
。
 
 

40   



『
紅
葉
全
集
』
第
1
2
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
所
収
。
一
種
 
 

の
自
家
用
当
て
字
集
成
。
空
欄
も
多
数
あ
り
、
著
述
活
動
を
行
う
上
 
 

で
必
要
に
な
っ
た
も
の
か
ら
順
に
記
入
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
 
 

い
。
ま
た
紅
葉
の
『
金
色
夜
叉
』
に
は
、
生
前
に
紅
葉
自
身
が
校
訂
 
 

に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
博
文
館
版
の
全
集
で
、
漠
語
に
当
て
る
和
語
 
 

を
新
聞
初
出
と
は
別
の
語
に
差
し
替
え
た
例
が
あ
る
。
「
地
動
波
動
」
 
 

に
初
出
「
ば
た
ば
た
」
と
振
ら
れ
て
い
た
振
り
仮
名
は
博
文
館
版
の
 
 

全
集
で
「
ぢ
た
ば
た
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
が
漢
字
か
 
 

ら
か
な
り
自
由
で
、
漢
語
の
視
覚
的
な
効
果
が
認
め
ら
れ
、
利
用
さ
 
 

れ
た
例
で
あ
る
。
 
 

池
上
禎
造
「
漢
語
流
行
の
t
時
期
」
〔
『
漢
語
研
究
の
構
想
』
（
岩
波
書
 
 

店
、
一
九
八
四
年
）
〕
、
五
八
頁
。
 
 

谷
川
氏
前
掲
論
文
、
四
六
頁
。
し
か
し
、
谷
川
氏
は
龍
渓
が
そ
の
よ
 
 

う
に
名
づ
け
た
と
い
う
「
両
文
体
」
の
漢
字
に
付
さ
れ
た
凍
り
仮
名
 
 

の
種
類
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
厳
密
で
な
い
。
谷
川
氏
は
、
意
味
や
 
 

和
語
に
よ
る
振
り
仮
名
を
も
含
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
龍
渓
の
「
両
 
 

文
体
」
は
彼
の
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』
で
の
論
の
展
開
か
ら
み
て
、
 
 

字
音
に
よ
る
振
り
仮
名
を
想
定
し
て
い
る
。
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